
議第３号議案  

  

   横浜市落書き行為の防止に関する条例の制定  

  

 横浜市落書き行為の防止に関する条例を次のように定める。  

  

   平成２６年５月１６日提出  

  

    横浜市会議員  

      五十嵐  節  馬     石  渡  由紀夫     市  野  太  郎   

      大  山  しょうじ    川  口  珠  江     川  辺  芳  男   

      菅  野  義  矩     小  粥  康  弘     今  野  典  人   

      坂  本  勝  司     中  山  大  輔     花  上  喜代志   

      麓    理  恵     森    敏  明     谷田部  孝  一   



横 浜 市 条 例 （ 番 号 ）  

横 浜 市 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 す る 条 例  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 落 書 き 行 為 が 地 域 の 美 観 を 損 な う 行 為 で あ っ て 、 市 民 に 不

快 感 を 与 え る と と も に 、 他 の 落 書 き 行 為 又 は 犯 罪 を 誘 発 す る お そ れ が あ る こ と

に 鑑 み 、 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 し 、 横 浜 市 （ 以 下 「 市 」 と い う 。）、 市 民 等 及

び 事 業 者 の 責 務 そ の 他 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 落 書 き 行 為 の 防 止 を 図

り 、 も っ て 快 適 で 良 好 な 生 活 環 境 の 維 持 ・ 確 保 及 び 安 全 で 安 心 な 地 域 社 会 の 実

現 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号

に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(1) 落 書 き 行 為  道 路 、 公 園 、 河 川 、 港 湾 、 庁 舎 そ の 他 の 公 共 の 用 に 供 す る 施

設 （ 当 該 施 設 に 附 属 す る 設 備 、 器 具 等 を 含 む 。 以 下 「 公 共 施 設 」 と い う 。）

又 は 他 人 が 所 有 し 、 占 有 し 、 若 し く は 管 理 す る 建 築 物 そ の 他 の 工 作 物 の う ち 

、 不 特 定 多 数 の 者 の 目 に 触 れ る 箇 所 に 、 み だ り に 文 字 を 書 き 、 又 は 図 形 、 模

様 等 を 描 く 行 為 を い う 。 

(2) 落 書 き  落 書 き 行 為 に よ っ て 表 示 さ れ た 文 字 、 図 形 、 模 様 等 を い う 。 

(3) 市 民 等  市 内 に 居 住 し 、 勤 務 し 、 在 学 し 、 若 し く は 滞 在 し 、 又 は 市 内 を 通

過 す る 者 を い う 。 

(4) 事 業 者  市 内 に お い て 事 業 活 動 を 行 う 者 を い う 。 

 （ 落 書 き 行 為 の 禁 止 ） 

第 ３ 条  何 人 も 、 落 書 き 行 為 を 行 っ て は な ら な い 。 

 （ 市 の 責 務 ）  

第 ４ 条  市 は 、 こ の 条 例 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 し 、 必 要

な 施 策 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

２  市 は 、 前 項 の 施 策 に つ い て 市 民 等 及 び 事 業 者 へ の 周 知 を 図 り 、 落 書 き 行 為 の

防 止 に 関 す る 市 民 等 及 び 事 業 者 の 理 解 及 び 関 心 を 深 め る よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

３  市 は 、 市 民 等 、 事 業 者 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 が 主 体 的 に 行 う 落 書 き 行 為 の 防  



止 に 関 す る 活 動 の 支 援 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

４  市 は 、 市 が 設 置 し 、 又 は 管 理 す る 公 共 施 設 に お い て 、 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関

し 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

 （ 市 民 等 の 責 務 ）  

第 ５ 条  市 民 等 は 、 市 が 実 施 す る 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う

努 め る も の と す る 。  

 （ 事 業 者 の 責 務 ）  

第 ６ 条  事 業 者 は 、 市 が 実 施 す る 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う

努 め る も の と す る 。  

２  事 業 者 は 、 自 ら が 管 理 す る 施 設 等 に お い て 、 落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 し 、 必 要

な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。  

 （ 勧 告 、 命 令 等 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、 落 書 き 行 為 を 行 っ た 者 に 対 し 、 相 当 の 期 限 を 定 め て 、 当 該 落 書

き の 消 去 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず べ き こ と を 勧 告 す る こ と が で き る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が 、 正 当 な 理 由 が な く て 同 項 の 期

限 ま で に 当 該 勧 告 に 係 る 措 置 を 講 じ な い 場 合 は 、 当 該 勧 告 を 受 け た 者 に 対 し 、

相 当 の 期 限 を 定 め て 、 当 該 落 書 き の 消 去 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず べ き こ と を

命 ず る こ と が で き る 。  

３  市 が 設 置 し 、 又 は 管 理 す る 公 共 施 設 に お い て 落 書 き 行 為 を 行 っ た こ と に よ り  

前 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 受 け た 者 が 、 正 当 な 理 由 が な く て 同 項 の 期 限 ま で に 当  

該 命 令 に 係 る 措 置 を 講 じ な い 場 合 は 、 行 政 代 執 行 法 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 ４ ３ 号 

） の 規 定 に よ り 、 市 長 は 、 自 ら 当 該 落 書 き の 消 去 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ 、  

当 該 措 置 に 要 し た 費 用 に つ い て 当 該 命 令 を 受 け た 者 か ら 徴 収 す る こ と が で き る  

 。  

４  市 長 は 、 市 が 設 置 し 、 又 は 管 理 す る 公 共 施 設 に お い て 落 書 き 行 為 を 行 っ た 者

を 特 定 す る こ と が で き な い 場 合 は 、 自 ら 当 該 落 書 き の 消 去 そ の 他 の 必 要 な 措 置

を 講 ず る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 措 置 を 講 じ た 後 に 、 当 該 落 書

き 行 為 を 行 っ た 者 が 特 定 さ れ た と き は 、 市 長 は 、 速 や か に 、 そ の 者 か ら 当 該 措

置 に 要 し た 費 用 を 徴 収 す る も の と す る 。  

（ 委 任 ）  



第 ８ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 定 め る 。  

 （ 罰 則 ）  

第 ９ 条  第 ７ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た 者 は 、 50,000 円 以 下 の 罰 金 に

処 す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

    

   提  案  理  由  

落 書 き 行 為 の 防 止 に 関 し 、 横 浜 市 、 市 民 等 及 び 事 業 者 の 責 務 そ の 他 必 要 な 事 項

を 定 め る こ と に よ り 、 落 書 き 行 為 の 防 止 を 図 り 、 も っ て 快 適 で 良 好 な 生 活 環 境 の

維 持 ・ 確 保 及 び 安 全 で 安 心 な 地 域 社 会 の 実 現 に 資 す る た め 、 横 浜 市 落 書 き 行 為 の

防 止 に 関 す る 条 例 を 制 定 し た い の で 提 案 す る 。  
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